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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年9月17日(2009.9.17)

【公開番号】特開2007-65657(P2007-65657A)
【公開日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2006-229661(P2006-229661)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｑ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月3日(2009.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画素行に位置した第１画素と、
　前記第１画素行の次段に位置する第２画素行に位置し、前記第１画素に列方向に隣接し
た第２画素と、
　第１ゲートオン電圧を前記第１画素に伝達する第１ゲート線と、
　第２ゲートオン電圧を前記第２画素に伝達する第２ゲート線と、
　第１及び第２データ電圧を前記第１及び第２画素にそれぞれ伝達するデータ線と、
　前記第１画素の第１入力映像信号及び前記第２画素の第２入力映像信号に基づいて第２
入力映像信号を補正して補正映像信号を生成する映像信号補正部と、
　前記各第１及び第２ゲート線に前記第１ゲートオン電圧と前記第２ゲートオン電圧を印
加するゲート駆動部と、
　前記第１入力映像信号及び前記補正映像信号を前記第１及び第２データ電圧にそれぞれ
変換して前記データ線に印加するデータ駆動部とを備え、
　前記第１ゲートオン電圧及び前記第２ゲートオン電圧は所定の時間重なることを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記映像信号補正部は画素行の番号を計数して計数値を出力するカウンターを有し、
　前記映像信号補正部は前記計数値に基づいて前記第２入力映像信号を補正することを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
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【請求項３】
　前記映像信号補正部は前記第１入力映像信号と前記第２入力映像信号との差によって前
記第２入力映像信号を補正することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記映像信号補正部は次式により前記補正映像信号（ｄｑ´）を算出することを特徴と
する請求項３に記載の表示装置。
　ｄｑ´＝ｄｑ＋α（ｑ）（ｄｑ－ｄｑ-１）（ここでｄｑは前記第２入力映像信号であ
り、ｑは前記計数値であり、ｄｑ-１は前記第１入力映像信号である。）
　ここで、α（０）＝０であり、ｒ＞ｑであればα（ｒ）＞α（ｑ）である。
【請求項５】
　前記第１及び第２ゲートオン電圧はそれぞれ予備充電用ゲートオン電圧と、前記予備充
電用ゲートオン電圧に連続して生成される本充電用ゲートオン電圧を含み、
　前記第１ゲートオン電圧の本充電用ゲートオン電圧と前記第２ゲートオン電圧の予備充
電用ゲートオン電圧が重なることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記映像信号補正部は一つの画素行の第１入力映像信号を記憶するラインメモリを有す
ることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記映像信号補正部は前記補正映像信号を記憶するルックアップテーブルを含むことを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　第１画素行に位置した第１画素及び前記第１画素行のすぐ後に位置する第２画素行に位
置し、前記第１画素に列方向に隣接した第２画素と、第１ゲートオン電圧を前記第１画素
に伝達する第１ゲート線と、第２ゲートオン電圧を前記第２画素に伝達する第２ゲート線
と、第１及び第２データ電圧を前記第１及び第２画素にそれぞれ伝達するデータ線と、前
記第１画素の第１入力映像信号及び前記第２画素の第２入力映像信号に基づいて前記第２
入力映像信号を補正して補正映像信号を生成する映像信号補正部と、前記各第１及び第２
ゲート線に前記第１ゲートオン電圧と前記第２ゲートオン電圧を印加するゲート駆動部と
、前記第１入力映像信号と前記補正映像信号を前記第１及び第２データ電圧にそれぞれ変
換して前記データ線に印加するデータ駆動部とを備える表示装置の駆動方法において、
　前記第１ゲート線に前記第１ゲートオン電圧を印加する段階と、
　前記第１画素に前記第１データ電圧を印加する段階と、
　前記第２ゲート線に第２ゲートオン電圧を印加する段階と、
　前記第２画素に前記第１データ電圧を印加する段階と、
　前記第１ゲートオン電圧の印加を中止する段階と、
　前記第２画素に前記第２データ電圧を印加する段階と、
　前記第２ゲートオン電圧の印加を中止する段階とを含むことを特徴とする表示装置の駆
動方法。
【請求項９】
　前記第１及び第２ゲートオン電圧はそれぞれ予備充電用パルスと本充電用パルスを含む
ことを特徴とする請求項８に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記第１データ電圧は、前記第１ゲートオン電圧の本充電ゲートオン電圧と前記第２ゲ
ートオン電圧の前記予備充電ゲートオン電圧の印加後に前記第１及び第２画素に印加され
、前記第２データ電圧は、前記第２ゲートオン電圧の本充電ゲートオン電圧の印加後に前
記第２画素に印加されることを特徴とする請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
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